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国
民
健
康
保
険
（
国
保
）
は
、

被
用
者
保
険
（
協
会
け
ん
ぽ
、

企
業
の
健
康
保
険
、
船
員
保
険
、

共
済
組
合
）
に
加
入
し
て
い
な

い
方
を
対
象
と
し
た
制
度
で
す
。

　
市
で
は
、
前
年
度
の
決
算
見

通
し
や
現
在
の
厳
し
い
経
済
状

況
、
加
入
者
の
税
負
担
を
考
慮

し
、
国
保
基
金
を
取
り
崩
す
こ

と
で
国
保
運
営
が
可
能
と
判
断

し
た
た
め
、
本
年
度
の
税
率
は

据
え
置
き
と
し
ま
し
た
。

　
後
期
高
齢
者
医
療
は
、
七
十

五
歳
以
上
（
一
定
の
障
が
い
が

あ
る
方
は
六
十
五
歳
以
上
）
の

方
を
対
象
と
し
た
制
度
で
、
保

険
料
は
「
所
得
割
額
」
「
均
等

割
額
」
の
合
計
額
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　
保
険
料
軽
減
特
例
の
見
直
し

に
伴
い
、
世
帯
主
と
加
入
者
の

前
年
の
総
所
得
金
額
な
ど
の
合

計
額
に
応
じ
て
、
均
等
割
額
の

軽
減
割
合
が
、
こ
れ
ま
で
七
・

七
五
割
だ
っ
た
方
は
七
割
に
改

正
さ
れ
ま
し
た
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
に
よ
り
収
入
の
減
少
な
ど
の

影
響
を
受
け
た
被
保
険
者
の
う

ち
、
一
定
の
基
準
を
満
た
す
方

は
、
申
請
に
よ
り
減
免
し
ま
す
。

▼
対
象
　
世
帯
の
主
た
る
生
計

　
維
持
者
が
死
亡
ま
た
は
重
篤

　
な
傷
病
を
負
っ
た
方
か
、
世

　
帯
の
主
た
る
生
計
維
持
者
の

　
事
業
収
入
な
ど
の
減
少
が
前

　
年
の
３
割
以
上
と
見
込
ま
れ

　
る
方

▼
申
込
期
間
　
８
月
16
日
㈪
〜

　
来
年
３
月
31
日
㈭

※

詳
し
く
は
、
同
課
へ
お
問
い

　
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

○
お
問
い
合
わ
せ

・
国
保
税
に
関
す
る
こ
と

　
国
保
年
金
課

　
国
保
税
係

　
☎
22
・
７
４
２
９

・
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

　
に
関
す
る
こ
と

　
国
保
年
金
課

　
高
齢
者
医
療
係

　
☎
22
・
７
４
６
６

国
民
健
康
保
険
税
・
後
期
高
齢
者

医
療
保
険
料
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す

国
民
健
康
保
険
税
の

税
率
を
据
え
置
き

後
期
高
齢
者
医
療
保
険

料
の
軽
減
割
合
が
改
正

後
期
高
齢
者
医
療
保
険

料
の
減
免

国保税・後期高齢者医療保険料の軽減判定所
得基準が改正

基礎控除額（33万
円）＋52万円×
（被保険者数）以
下

基礎控除額（43万
円）＋（給与所得
者等の数－１）×
10万円＋52万円×
（被保険者数）以
下

基礎控除額（33万
円）＋28.5万円×
（被保険者（※）
数）以下

基礎控除額（43万
円）＋（給与所得
者等の数－１）×
10万円＋28.5万円
×（被保険者数）
以下

基礎控除額（43万
円）＋（給与所得
者等の数－１）×
10万円以下

改正前 改正後軽減
割合

５割

７割

２割

　国の税制改正により、給与所得および公的年金等
控除が10万円引き下げられ、基礎控除が10万円引き
上げられました。
　市では、国保税および後期高齢者医療保険料の軽
減判定所得基準に影響が出ないよう、計算方法を変
更しました。

基礎控除額（33万
円）以下

※国保税における被保険者には、国保制度から後期高齢者医療制度に移行した
　特定同一世帯所属者を含みます。7　広報いわき　2021. 8
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いわき市長選挙投票日
○お問い合わせ
　選挙管理委員会事務局　☎22－7532

９/５㈰

○
投
票
で
き
る
方

　
満
十
八
歳
以
上
（
平
成
十
五

年
九
月
六
日
以
前
に
生
ま
れ
た

方
）
の
日
本
国
民
で
、
本
市
の

選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い

る
方
で
す
。
今
回
の
選
挙
で
新

た
に
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ

る
の
は
、
投
票
日
現
在
で
満
十

八
歳
に
到
達
し
た
方
と
、
本
年

六
月
一
日
ま
で
に
本
市
に
転
入

の
届
け
出
を
し
、
九
月
一
日
現

在
、
引
き
続
き
住
民
登
録
の
あ

る
方
で
す
。

　
な
お
、
七
月
二
十
九
日
ま
で

に
市
内
転
居
の
届
け
出
を
し
た

方
は
、
新
住
所
地
の
投
票
所
で
、

七
月
三
十
日
以
降
に
市
内
転
居

の
届
け
出
を
し
た
方
は
、
前
住

所
地
の
投
票
所
で
、
投
票
し
て

く
だ
さ
い
。

○
選
挙
の
お
知
ら
せ
を
郵
送

　
有
権
者
に
は
、
投
票
日
当
日

の
投
票
所
や
投
票
時
間
な
ど
を

記
載
し
た
「
選
挙
の
お
知
ら

せ
」
を
、
世
帯
ご
と
に
郵
送
し

ま
す
。
な
お
、
お
知
ら
せ
が
届

か
な
い
場
合
や
紛
失
し
た
場
合

で
も
、
本
市
の
選
挙
人
名
簿
に

登
録
さ
れ
て
い
れ
ば
投
票
で
き

ま
す
。

○
期
日
前
投
票
制
度
・
不
在
者 

　
投
票
制
度
の
利
用
を

　
仕
事
な
ど
で
、
投
票
日
当
日

に
投
票
所
へ
行
け
な
い
方
は
、

期
日
前
投
票
制
度
〈
表
１
〉
や

不
在
者
投
票
制
度
を
利
用
し
て

く
だ
さ
い
。

○
選
挙
公
報
の
入
手
方
法

　
候
補
者
の
政
見
や
経
歴
な
ど

を
掲
載
し
た
選
挙
公
報
を
新
聞

に
折
り
込
む
と
と
も
に
、
公
共

施
設
な
ど
に
備
え
付
け
ま
す
。

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
閲
覧

可
能
で
す
が
、
郵
送
を
希
望
す

る
場
合
は
、
同
事
務
局
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

○
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

　
防
止
対
策
を
実
施

　
各
投
票
所
で
は
、
ア
ル
コ
ー

ル
消
毒
液
の
設
置
や
定
期
的
な

換
気
・
消
毒
、
投
票
管
理
者
・

立
会
人
や
投
票
事
務
従
事
者
の

マ
ス
ク
の
着
用
を
行
う
と
と
も

に
、
鉛
筆
の
持
参
を
推
奨
す
る

な
ど
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
防
止
対
策
を
徹
底
し
ま
す
。

　
投
票
の
際
に
は
、
投
票
前
後

の
手
洗
い
・
う
が
い
や
マ
ス
ク

の
着
用
、
せ
き
エ
チ
ケ
ッ
ト
、

他
の
有
権
者
と
の
距
離
を
十
分

に
確
保
す
る
な
ど
の
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

　
期
日
前
投
票
は
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止
対
策
の

観
点
か
ら
も
、
ぜ
ひ
利
用
し
て

く
だ
さ
い
。

○選挙の日程

告 示 日　８月29日㈰
投 票 日　９月５日㈰
投票時間　７時～19時（一部は～18時）

〈表１〉期日前投票所・投票日時
場所 日時

市役所東分庁舎、
小名浜、勿来、常
磐、内郷、四倉の
各支所、好間公民
館

中央台公民館、泉
公民館（講堂）

８月30日㈪～９月４日㈯　
８時30分～20時

８月31日㈫～９月４日㈯　
８時30分～20時

遠野、小川、三和、
田人、川前、久之
浜・大久の各支所

８月30日㈪
～９月２日
㈭　８時30
分～18時

９ 月 ３ 日
㈮・４日㈯　
８時30分～
20時

産業創造館

イオンモールいわ
き小名浜

※期日前投票はお住まいの地区に限らず、上記の場所で投票できます。

８月31日㈫～９月４日㈯　
10時～20時 
８月30日㈪～９月４日㈯　
10時～20時 


